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  AI と診療情報管理士の今後 
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新型コロナウイルス感染症の位置づけが、2023 年 5 月 8 日に「５類感染症」に変更されたこともあ

り、対面での講義や会議が増えてきました。コロナ前は、会議等の前後に情報交換を含めた他愛もない会

話をする機会がありましたが、コロナ禍のこの数年間はオンラインでの開催が主だったため、雑談をする

こともほとんどない状況でした。オンライン会議は、報告や簡単な質疑応答であれば十分機能しますが、

深い議論やブレインストーミングにはあまり適していないと感じています（少なくとも私は適応できてい

ません）。場の空気感や相手の表情が見えづらいためかもしれません。 
ところで、私は今年 4 月、東京国際フォーラムで開催された日本医学会総会に参加しました。日本医学

会総会は 4 年に一度、様々な分野の医学・医療の研究者や従事者らが集まって、重要な課題について総合

的に議論する場です。今回のテーマは「ビッグデータが拓く未来の医学と医療～豊かな人生 100 年時代

を求めて～」でした。昨今の AI ブームもあり、多くのセッションで ChatGPT が話題になっていまし

た。ChatGPT は近年非常に注目を集めており、ChatGPT が話題に上らない日はほとんどないと言って

も過言ではありません。 
AI の発展は、診療情報管理士業務に大きな変化を与えます。オートコーディングの性能が向上する

と、コーディング業務に多くの時間を費やす必要がなくなるため、データ分析等の医療の質向上に資する

業務にシフトしていくことが予想されます（実際、すでにシフトしていることと思います）。しかし、有

益なデータ分析は、正確なデータがあってこそです。記録やコーディングが正しく行われている必要があ

ります。また、医療環境の変化や制度・政策の理解も不可欠です。医療制度等の深い理解と診療情報管理

士業務の基本であるコーディングや監査業務の重要性について、しっかり心に留めておいていただければ

と思います（ちなみに、この話題と少し関係しますが、診療情報管理士通信教育付加コースである DPC
コースの受講申込がちょうど始まりましたので、ぜひ受講をご検討ください）。 
ところで、診療情報管理士は今後どうなっていくのでしょうか？ ChatGPT に「診療情報管理士の今

後」について尋ねたところ、「・・・（興味があれば皆さんも尋ねてみてください）。」といった回答で

した。しかし皆さんおわかりのように、診療情報管理士の今後は ChatGPT が決めるのではなく、私達み

んなで作っていくものです。皆さんの今後のさらなるご活躍を期待しています。 

 

※DPC コースのお申し込みは、8 ページ及び Web サイトをご覧ください。 
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